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は
じ
め
に

本
稿
は
、
南
北
朝
期
祇
園
社
の
執
行
と
な
っ
た
顕
詮
の
筆
に
よ
る
「
社
家
記
録
」

（『
祇
園
執
行
日
記
』）
を
主
な
史
料
と
し
て
、
祇
園
社
に
お
け
る
安
居
会
の
催
行
実
態

と
、
そ
の
意
義
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

「
安
居
」
と
は
、
梵
語
の
ヴ
ァ
ル
シ
ャ
、
ヴ
ァ
ー
ル
シ
カ
の
訳
で
、
雨
期
の
意
で
あ

る
。
安
居
会
と
は
夏
季
降
雨
期
間
中
の
四
月
十
六
日
か
ら
七
月
十
五
日
に
至
る
九
十

日
間
、
一
定
の
場
所
に
住
し
て
研
鑽
に
励
む
仏
事
を
指
す
。
日
本
に
お
い
て
は
、
天

武
天
皇
十
二
年
（
六
八
三
）
に
始
ま
っ
た
と
い
う①
。

中
世
、
寺
社
で
行
わ
れ
た
安
居
会
に
つ
い
て
は
、
小
野
祖
教
氏
、
杉
本
尚
雄
氏
、
鍛

代
敏
雄
氏
に
よ
っ
て
考
察
さ
れ
た
石
清
水
八
幡
宮
安
居
会
の
事
例
が
著
名
で
あ
る②
。

三
氏
に
よ
っ
て
、
石
清
水
八
幡
宮
の
安
居
会
に
は
①
安
居
会
の
頭
役
は
年
少
の
祠
官

が
就
い
て
お
り
、
安
居
会
の
頭
役
を
務
め
る
こ
と
が
一
種
の
通
過
儀
礼
で
あ
っ
た
、

②
本
来
仏
事
と
し
て
導
入
さ
れ
た
安
居
会
が
、
石
清
水
八
幡
宮
に
お
い
て
は
神
事
的

性
格
を
強
め
て
い
く
③
安
居
頭
役
を
務
め
る
神
人
の
経
済
特
権
が
存
在
す
る
、
な
ど

の
特
徴
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

し
か
し
石
清
水
八
幡
宮
安
居
会
に
つ
い
て
は
以
上
の
よ
う
な
研
究
蓄
積
が
存
在
す

る
一
方
、
他
寺
社
の
安
居
会
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
考
察
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
各

寺
社
の
法
会
・
神
事
の
実
態
や
組
織
を
解
明
す
る
上
で
も
検
討
さ
れ
る
べ
き
素
材
で

あ
る
と
言
え
る
。

一　

祇
園
社
安
居
会
の
は
じ
ま
り

ま
ず
始
め
に
、
祇
園
社
安
居
会
の
始
行
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
。
元
亨
三
年

（
一
三
二
三
）、「
執
行
法
眼
晴
顕
」
の
筆
に
よ
る
「
社
家
条
々
記
録
」
に
は
、
祇
園
社

安
居
会
の
始
行
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
（
割
注
お
よ
び
傍
注
は
と
も
に

山
括
弧
（〈
〉）
で
示
し
た
。
訓
点
は
筆
者
が
適
宜
判
断
し
て
付
し
た
。
以
降
史
料
を
挙
げ
る
場

合
も
同
様
に
表
示
す
る
こ
と
と
す
る
）。

【
史
料
一
】「
社
家
条
々
記
録③
」

同
御
代
（
※
筆
者
注
、
後
白
河
院
）

承
安
二
年
〈
壬
辰
〉
七
月
十
五
日
、
彼

（
被
ヵ
）始

二
行
安
居
会
一
、

料
所
美
作
国
布
施
庄

但
〈
当
庄
者
関
東
右
大
将
家
〈
頼
朝
〉
寄
附
也
〉、

法
会
次
第
如
二
一
切
経
会
一
、〈
但
毎
事
略
儀
〉、
有
二
舞
楽
一
、
盖
高
座
下
礼
堂
、

師
子
棚
下
左
右
立
レ
之
、
礼
盤
同
儲
レ
之
〈
道
師
、
呪
願
権
長
吏
〉、
諸
僧
上
二
礼

堂
一
着
座
〈
但
皆
権
官
等
也
〉、
師
子
以
下
職
掌
参
勤
如
二
行
道
以
下
一
切
経
会
一

〈
但
毎
事
略
儀
也
〉、（
後
略
）

右
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
祇
園
社
に
お
け
る
安
居
会
の
は
じ
ま
り
は
、
承
安
二
年

中
世
祇
園
社
安
居
会
の
実
態

杉　
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（
一
一
七
二
）、
後
白
河
法
皇
に
よ
る
催
行
が
契
機
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
中
世
を

通
じ
て
安
居
会
料
所
と
し
て
存
在
し
た
美
作
国
布
施
荘
が
祇
園
社
に
寄
せ
ら
れ
た
の

は
、「
関
東
右
大
将
」
す
な
わ
ち
源
頼
朝
の
寄
付
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の

と
き
の
寄
進
状
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
た
め
、
正
確
な
寄
進
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、

承
安
二
年
の
頼
朝
は
流
人
の
身
で
あ
り
、
祇
園
社
に
荘
園
を
寄
進
す
る
よ
う
な
立
場

に
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
安
居
会
料
所
・
布
施
荘
が
祇
園
社
に
付
さ

れ
た
の
は
、
少
な
く
と
も
頼
朝
挙
兵
後
、
す
な
わ
ち
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
年
以
降

と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
可
能
性
を
狭
め
る
な
ら
ば
、
頼
朝
が
関
東
右
大
将
に
任
じ

ら
れ
た
建
久
元
年
（
一
一
九
〇
）
以
降
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

安
居
会
の
催
行
形
態
に
着
目
す
る
と
、「
有
二
舞
楽
一
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、安
居
中

に
舞
楽
が
奉
納
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
そ
し
て
、
当
時
の
安
居
会
の
次
第

は
「
法
会
次
第
如
二
一
切
経
会
一
、〈
但
毎
事
略
儀
〉」
で
あ
っ
た
と
い
う
。

二　

中
世
に
お
け
る
祇
園
社
安
居
会
の
「
場
」
と
様
式

南
北
朝
期
に
お
け
る
祇
園
社
安
居
会
の
実
態
を
検
討
す
る
前
に
、
中
世
に
お
け
る

祇
園
社
安
居
会
の
行
わ
れ
た
「
場
」
と
、
安
居
会
中
何
が
行
わ
れ
て
い
た
の
か
、
と

い
う
点
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

『
八
坂
誌
』
に
は
、「
四
月
七
日
昔
は
是
日
よ
り
十
四
日
に
至
る
ま
で
社
僧
等
花
を

摘
み
て
安
居
会
を
行
ひ
た
り
し
が
今
は
絶
た
り
」
と
あ
る④
。
永
享
五
年
（
一
四
三
三
）

五
月
の
「
社
務
執
行
宝
寿
院
状
案
」
に
は
、「
当
社
安
居
中
御
花
摘
、
社
僧
、
専
当
、

宮
仕
、
宮
籠
、
御
花
御
後
戸
仁
入
申
式
事
、
御
後
戸
自
沓
脱
申
之
、
当
番
後
番
之
間
、

請
取
申
者
也⑤
」
と
あ
り
、
安
居
会
中
に
は
「
御
花
摘
」
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
、
花

を
摘
む
の
は
社
僧
・
専
当
・
宮
仕
・
宮
籠
で
あ
り
、
祇
園
社
内
の
様
々
な
階
層
の
者

が
安
居
会
に
関
わ
っ
た
こ
と
、
摘
ん
だ
花
は
後
戸
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
、「
当
番

後
番
」
を
務
め
る
者
が
花
を
請
け
取
る
役
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

中
世
祇
園
社
の
神
社
建
築
に
つ
い
て
検
討
し
た
黒
田
龍
二
氏
は
、
祇
園
社
の
後
戸

が
「
夏
堂
」
あ
る
い
は
「
花
堂
」
と
も
呼
ば
れ
、
そ
こ
が
供
花
供
水
を
行
う
た
め
の

閼
伽
棚
を
備
え
た
夏
安
居
の
関
連
施
設
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る⑥
。
後
に
も

触
れ
る
が
、
祇
園
社
に
お
け
る
安
居
会
で
「
夏
衆
」
に
よ
る
供
花
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
は
、【
表
】
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
筆
者
で
あ
る
顕
詮
自
身
が
「
夏
衆
」
の
ひ
と

り
で
あ
っ
た
観
応
元
年
（
一
三
五
〇
）
に
は
、「
供
花
記
、
自
二
今
日
一
雑
記
ニ
略
レ
之
」

と
あ
る
六
月
八
日
ま
で
は
、
ほ
ぼ
毎
日
供
花
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、【
表
】
に
挙
げ
た
本
文
部
分
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
供
花
に
つ
い
て
記
す
際

「
一
匝
二
前
」
や
「
三
匝
五
前
」
な
ど
、「
○
匝
○
前
」
と
い
う
文
言
が
添
え
ら
れ
て

い
る
。
供
花
の
時
刻
と
と
も
に
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
か
ら
、
こ
の
文
言
が
供
花

の
様
式
を
表
し
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
で
あ
ろ
う
。「
匝
」
と
は
「
帀
」
と
同
義
で

あ
り
、
往
っ
て
か
え
る
意
か
ら
、
め
ぐ
る
・
め
ぐ
ら
す
の
意
と
な
る
（
諸
橋
轍
次
『
大

漢
和
辞
典
』）。
行
道
、
す
な
わ
ち
法
会
に
お
い
て
僧
が
行
列
し
て
読
経
し
な
が
ら
、
仏

像
や
仏
堂
の
周
囲
を
右
回
り
に
め
ぐ
る
繞
道
を
行
う
際
、
そ
の
回
数
を
「
○
匝
」
と

記
す
こ
と
か
ら
、
祇
園
社
安
居
会
の
供
花
を
行
う
際
も
、
後
戸
＝
「
夏
堂
」
に
お
い

て
行
道
が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る⑦
。

以
上
か
ら
中
世
の
祇
園
社
安
居
会
の
概
要
は
、
①
社
僧
・
専
当
・
宮
仕
・
宮
籠
ら
、

祇
園
社
内
の
様
々
な
立
場
に
あ
る
者
が
「
花
摘
」
な
る
儀
式
を
行
う
。
②
後
戸
＝
夏

堂
・
花
堂
に
お
い
て
、
社
僧
が
供
花
を
行
う
。
③
供
花
の
際
社
僧
に
よ
り
行
道
が
行

わ
れ
て
い
た
、
と
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

三　

南
北
朝
期
の
祇
園
社
安
居
会
と
社
僧
の
役
割

で
は
次
に
、
具
体
的
に
南
北
朝
期
の
祇
園
社
安
居
会
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

ま
ず
、
正
平
七
年
（
一
三
五
二
）「
社
家
記
録
」
の
、
次
の
記
述
に
注
目
し
た
い
。

【
史
料
二
】「
社
家
記
録
」
正
平
七
年
四
月
八
日
条
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一
、安
居
始
行
如
レ
例
、夏
衆
今
日
十
一
人
、近
年
八
日
衆
◦〈
大
略
六
七
人
也
、〉

　
　

今
日
人
数
多
也
、
殊
勝
々
々
、

　
　
　
　
　
　

結
番
次
第

　
　
　

相寅

模
法
橋
乗
秀　
　
　

安卯

芸
阿
闍
梨
定
誉　
　
　

大辰

進
権
別
当
親
尊

　
　
　

上巳

野
阿
闍
梨
円
朝　
　

治午

部
都
維
那
仙
舜　
　
　

但未

馬
都
維
那
円
秀

　
　
　

大申

和
権
別
当
幸
深　
　

和酉

泉
阿
闍
梨
玄
覚　
　
　

輔戌

阿
闍
梨
幸
誉

　
　
　

伯亥

耆
少
別
当
慶
増　
　

壱子

岐
房
玄
応
〈
四
月
廿
六
日
、依
二
所
労
一
退
出
〉

右
の
史
料
か
ら
、「
夏
衆
」
と
な
っ
た
社
僧
が
「
寅
」
や
「
卯
」
と
し
て
結
番
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。【
表
】
に
し
ば
し
ば
「
酉
刻
」
や
「
戌
刻
」
と
見
え
る
こ
と

か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
干
支
は
方
角
や
歳
で
は
な
く
、
時
刻
を
表
し
た
も
の

で
あ
り
、
右
の
結
番
は
社
僧
が
供
花
に
参
勤
す
る
番
を
組
ん
だ
も
の
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
。

顕
詮
が
「
夏
衆
」
に
よ
る
供
花
の
時
刻
に
対
し
て
強
い
意
識
を
向
け
て
い
る
こ
と

は
、
顕
詮
が
「
夏
衆
」
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
観
応
元
年
の
記
録
に
、
ほ
ぼ
毎
日
供
花

に
参
勤
す
る
時
刻
や
前
番
・
後
番
を
務
め
る
社
僧
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
時
刻
へ
の
意
識
は
、
次
に
挙
げ

る
史
料
に
も
端
的
に
表
れ
て
い
る
。

【
史
料
三
‐
①
】「
社
家
記
録
」
観
応
元
年
七
月
一
三
日
条

一
、  

大
和
権
大
別
当
幸
深
子
今
日
他
界
間
、
幸
深
安
居
退
出
、
幸
深
舎
弟
□（

幸
誉
）□

同
退
出
之
間
時
錯
乱
了
、

【
史
料
三
‐
②
】「
社
家
記
録
」
観
応
元
年
五
月
二
二
日
条

一
、  

供
花
戌
剋
、
予
勤
レ
之
〈
三
匝
五
前
〉、
後
番
〈
亥
刻
〉
可
レ
為
二
晴
春
一
之

処
、
無
骨
之
由
依
二
令
レ
存
歟
一
、
相
二
博
玄
親
一
、
子
刻
〈
予
正
時
〉、
仍
亥

刻
玄
親
勤
レ
之
、

【
史
料
三
‐
①
】
に
は
、
社
僧
・
幸
深
は
子
が
死
去
し
た
た
め
に
安
居
会
に
参
勤
せ

ず
（
＝
「
退
出
」）、そ
の
舎
弟
で
あ
る
幸
誉
も
同
じ
く
参
勤
し
な
か
っ
た
た
め
に
、「
時

錯
乱
」
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
幸
深
・
幸
誉
は
と
も
に
こ
の
年
の
「
夏
衆
」
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
ら
は
結
番
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
決
め
ら
れ
た
時

刻
通
り
に
安
居
会
に
参
勤
で
き
な
か
っ
た
た
め
に
、
顕
詮
は
安
居
会
に
お
け
る
供
花

の
「
時
」
が
「
錯
乱
」
し
た
と
表
現
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

【
史
料
三
‐
②
】
か
ら
は
、
戌
の
刻
の
供
花
を
担
当
し
た
顕
詮
の
後
、
亥
の
刻
に
安

居
会
の
供
花
を
務
め
る
番
で
あ
っ
た
社
僧
・
晴
春
が
「
無
骨
」
で
あ
っ
た
た
め
に
、

代
わ
っ
て
社
僧
・
玄
親
が
亥
の
刻
の
供
花
を
務
め
た
と
い
う
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

何
ら
か
の
理
由
で
、
結
番
さ
れ
て
い
た
社
僧
が
時
刻
通
り
供
花
に
参
勤
で
き
な
い
と

き
、
別
の
社
僧
が
こ
れ
を
カ
バ
ー
す
る
と
い
う
場
合
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
確
認

で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
社
僧
の
不
参
勤
に
よ
る
「
時
錯
乱
」
が
忌
避
さ
れ
る
一
方
で
、
結

番
さ
れ
た
社
僧
が
様
々
な
理
由
に
よ
り
供
花
に
参
勤
し
な
い
と
い
う
事
態
は
、
し
ば

し
ば
起
こ
り
う
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
所
労
に
よ
り
「
安
居
退
出⑧
」
し
た
丹
後

都
維
那
垣
惠
や
、
病
に
よ
り
退
出
し
た
壱
岐
房
玄
応⑨
、
門
徒
同
士
の
合
戦
に
従
軍
し

坂
本
へ
赴
い
た
た
め
供
花
に
参
勤
し
な
か
っ
た
応
安
四
年
（
一
三
七
一
）
の
丹
後
法
眼

快
恵
・
そ
の
舎
弟
越
中
都
維
那
快
賢
の
例
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る⑩
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
供
花
を
行
う
「
夏
衆
」
に
対
し
、「
夏
司
」
と
称
さ
れ
る
社
僧
が

存
在
し
た
こ
と
が
、
次
の
史
料
か
ら
確
認
で
き
る
。

【
史
料
四
】「
社
家
記
録
」
正
平
七
年
四
月
七
日
条

　

一
、  

安
居
結
番
後
戸
酒
如
レ
例
、夏
司
三
人
、〈〈
夏
一
〉
権
長
吏
隆
晴
法
印
、〈
夏

二
〉
左
座
一
静
晴
法
印
、〈
夏
三
〉
右
座
一
顕
詮
法
印
〉
沙
二
汰
之
一
、自
分

酒
五
提
、
肴
二
種
〈
大
豆
一
鉢
、
莒
一
鉢
〉
沙
二
汰
之
一
、
今
二
人
同
前
歟
、

右
の
史
料
は
、
先
に
挙
げ
た
【
史
料
二
】
の
前
日
条
で
あ
る
。
こ
の
史
料
か
ら
、

正
平
七
年
に
お
い
て
顕
詮
は
「
夏
司
」
と
し
て
安
居
会
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
顕
詮
の
「
夏
司
」
と
し
て
の
活
動
が
具
体
的
に
記
述
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、

そ
の
詳
細
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
右
の
記
述
か
ら
考
え
る
に
、
安
居
会
に
際
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し
て
の
神
供
を
用
意
す
る
役
割
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る⑪
。

四　

そ
の
後
の
祇
園
社
安
居
会

最
後
に
、
そ
の
後
の
祇
園
社
安
居
会
の
様
子
を
概
観
し
た
い
。

祇
園
社
安
居
会
が
い
つ
ま
で
行
わ
れ
、
何
を
機
に
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
の
か
、
と

い
う
点
は
判
然
と
し
な
い
が
、
一
五
世
紀
に
至
っ
て
社
僧
の
懈
怠
は
さ
ら
に
顕
著
と

な
り
、
深
刻
な
事
態
と
化
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
長
禄
二
年
（
一
四
五
八
）
四
月
八
日

発
給
の
室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
案
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

【
史
料
五
】「
室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
案
」

当
社
安
居
供
花
事
、
厳
密
可
レ
令
二
下
知
一
旨
、
被
レ
成
二
奉
書
一
候
処
、
難
渋
之
族

在
レ
之
云
々
、
太
招
二
其
咎
一
歟
、
若
尚
不
二
承
引
一
者
、
改
二
供
僧
職
一
補
二
別
人
一
、

可
レ
被
レ
専
二
社
役
一
之
由
候
也
、
仍
執
達
如
レ
件
、

　
　
　
　
　

四長
禄
弐月

八
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

之（
飯
尾
）種在

判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

貞（
布
施
）基在

判

　
　
　
　
　
　

祇
園
社
執
行
御
坊⑫

安
居
会
の
供
花
を
つ
と
め
る
よ
う
既
に
下
知
が
成
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
難
渋
す
る
者
が
存
在
し
て
い
た
。
も
し
も
ま
だ
承
引
し
な
い
社
僧
が
在
れ
ば
、

「
供
僧
職
」
を
改
め
別
人
を
補
任
す
る
、
と
あ
る
。
ま
た
、
こ
ち
ら
は
年
未
詳
で
あ
る

が
、
次
の
様
な
文
書
も
残
さ
れ
て
い
る
。

【
史
料
六
】「
執
行
律
師
御
房
充
奉
書
」

就
二
当
社
安
居
事
一
、
社
僧
不
レ
参
云
々
、
太
以
不
レ
可
レ
然
候
、
厳
密
任
二
先
例
一

可
二
参
勤
一
之
由
、
可
レ
被
レ
仰
付
一
候
、
若
猶
及
二
異
議
一
候
者
、
乍
レ
任
二
社
僧
一
、

不
レ
勤
二
社
役
一
之
上
者
、
可
レ
被
レ
処
二
厳
料
一
旨
、
被
二
仰
付
一
候
也
、

　
　

卯
月
七
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
花
押
）

　
　
　
　

執
行
律
師
御
坊⑬

こ
の
よ
う
に
、再
三
下
知
が
出
さ
れ
、安
居
会
に
参
勤
し
な
い
者
は
「
処
二
厳
科
一
」

と
ま
で
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
相
変
わ
ら
ず
安
居
に
参
勤
し
な
い
者
は
多
く

い
た
ら
し
く
、【
史
料
五
】
と
同
日
付
の
飯
尾
之
種
宛
申
状
案
に
は
、
供
花
に
参
勤
し

な
か
っ
た
社
僧
と
し
て
、
民
部
小
別
当
紹
慶
、
そ
の
弟
子
で
あ
る
宮
内
卿
小
別
当
賢

慶
、
式
部
卿
小
別
当
祐
全
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り⑭
、
長
禄
四
年
（
一
四
六
〇
）
に
は

安
居
に
参
勤
し
た
者
と
し
な
か
っ
た
者
そ
れ
ぞ
れ
の
交
名
が
飯
尾
方
へ
提
出
さ
れ
て

い
る⑮
。
つ
ま
り
、
こ
の
こ
ろ
の
祇
園
社
安
居
会
で
は
社
僧
の
供
花
へ
の
不
参
勤
が
恒

常
化
し
て
お
り
、
事
態
を
重
く
見
た
と
き
の
祇
園
執
行
は
、
幕
府
へ
不
参
の
社
僧
の

名
を
注
進
す
る
な
ど
の
手
段
に
よ
り
祇
園
社
安
居
会
を
維
持
し
よ
う
と
努
め
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
安
居
会
を
執
行
す
る
主
体
で
あ
る
は
ず
の
社
僧
の
欠
勤
が
問
題
化

し
て
い
た
こ
と
に
加
え
、
経
済
的
な
面
に
お
け
る
変
化
も
、
祇
園
社
安
居
会
の
衰
退

に
拍
車
を
か
け
て
い
っ
た
。
祇
園
社
安
居
会
に
充
て
ら
れ
る
財
源
と
し
て
は
、
源
頼

朝
の
寄
進
に
よ
る
安
居
料
所
・
美
作
国
布
施
庄
か
ら
の
上
分
と
、
安
居
神
人
と
称
さ

れ
る
小
袖
座
神
人
か
ら
の
上
分
物
が
あ
っ
た
。
し
か
し
布
施
庄
か
ら
の
上
分
は
、
正

平
七
年
（
一
三
五
二
）
に
は
す
で
に
「
去
年
ハ
一
向
不
レ
寄
二
付
所
務
一
」
と
記
さ
れ
て

お
り⑯
、
布
施
荘
地
頭
で
あ
る
「
肥
後
前
司
」
は
こ
の
前
年
、
安
居
会
料
を
ま
っ
た
く

進
納
し
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
中
野
栄
夫
氏
に
よ
れ
ば
、
室
町
時
代
に
は
布
施
荘
は

幕
府
御
料
所
化
し
て
い
た
と
い
い⑰
、
こ
の
時
期
に
至
っ
て
布
施
庄
が
祇
園
社
安
居
会

料
所
と
し
て
機
能
し
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
小
袖
座
神
人
に
つ
い
て
も
、

豊
田
武
氏
に
よ
っ
て
、
祇
園
社
の
管
領
す
る
小
袖
座
の
公
事
は
本
寺
た
る
天
台
座
主

の
手
に
移
っ
て
お
り
、
そ
の
渡
領
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る⑱
。

以
上
の
よ
う
に
、
社
僧
の
不
参
、
経
済
的
困
窮
等
の
理
由
が
重
な
っ
て
い
っ
た
結

果
、
祇
園
社
の
安
居
会
は
衰
退
し
、
つ
い
に
は
終
焉
を
迎
え
た
と
考
え
る
こ
と
が
出

来
よ
う
。
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お
わ
り
に

以
上
、
多
く
の
課
題
を
残
し
つ
つ
も
、
祇
園
社
安
居
会
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
た
。

最
後
に
今
後
の
課
題
を
記
し
て
終
わ
り
と
し
た
い
。

ひ
と
つ
着
目
す
べ
き
は
、【
史
料
一
】
に
見
た
始
行
時
の
祇
園
社
安
居
会
の
様
子

と
、
南
北
朝
期
に
お
け
る
祇
園
社
安
居
会
の
様
子
が
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
今
は
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
術
を
持
た
な
い
が
、
こ
れ
か
ら

検
討
す
べ
き
は
、ひ
と
つ
は
祇
園
社
の
一
切
経
会
の
存
在
で
あ
ろ
う
。【
史
料
一
】
に

「
法
会
次
第
如
二
一
切
経
会
一
」
と
あ
る
よ
う
に
、始
行
時
の
祇
園
社
安
居
会
は
一
切
経

会
と
同
様
の
次
第
で
催
行
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
か
ら
、
当
時
の
安
居
会
の
形
式
を
復

原
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
ま
た
、
嵯
峨
井
健
氏
は
祇
園
社
安
居
会
を
、
法
華
八

講
・
一
切
経
会
と
併
せ
て
「
祇
園
社
の
天
台
化
」
の
証
左
と
し
て
挙
げ
て
い
る⑲
。
だ

と
す
れ
ば
、
そ
の
変
容
の
軌
跡
も
ま
た
類
似
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

ま
た
、
併
せ
て
検
討
す
べ
き
は
、
社
僧
の
在
り
方
の
変
化
で
あ
る
。
南
北
朝
期
の

祇
園
社
安
居
会
で
は
、
そ
の
主
体
は
結
番
さ
れ
た
社
僧
に
よ
る
供
花
で
あ
っ
た
。
そ

れ
ゆ
え
に
、
社
僧
の
不
参
勤
が
問
題
と
な
り
、
一
五
世
紀
に
は
そ
の
傾
向
が
さ
ら
に

顕
著
と
な
っ
た
。
で
は
、
安
居
会
に
結
番
さ
れ
た
社
僧
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。
石
清
水
八
幡
宮
の
安
居
会
の
場
合
は
、
安
居
会
に
参
勤
す

る
若
年
の
社
僧
に
と
っ
て
の
通
過
儀
礼
と
い
う
意
味
が
あ
っ
た
と
い
う
。
対
し
て
祇

園
社
の
場
合
、
安
居
会
に
参
勤
す
る
社
僧
は
若
年
で
は
な
く⑳
、
そ
こ
に
通
過
儀
礼
の

よ
う
な
意
味
合
い
は
認
め
ら
れ
な
い
。
あ
る
い
は
、
な
ぜ
不
参
勤
の
社
僧
が
続
発
し

て
も
な
お
、
祇
園
社
と
し
て
は
安
居
会
を
維
持
し
よ
う
と
努
め
た
の
か
。
こ
れ
ら
の

疑
問
は
、
今
後
祇
園
社
の
社
僧
組
織
が
解
明
さ
れ
る
中
で
、
自
ず
と
明
ら
か
に
な
る

こ
と
で
あ
ろ
う
。
仏
神
事
の
実
態
を
解
明
す
る
た
め
に
も
、
組
織
研
究
の
進
展
が
期

さ
れ
る
。

注①　
総
合
佛
教
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
総
合
佛
教
大
辞
典
』
法
蔵
館
、
二
〇
〇
五
年
。

お
よ
び
『
国
史
大
辞
典
』「
安
居
」（
大
野
達
之
助
執
筆
）
参
照
。

②　

小
野
祖
教
「
安
居
頭
と
焼
尾
頭
」（『
國
學
院
雑
誌
』
第
五
五
号
第
二
巻
、一
九
五
四

年
）。
杉
本
尚
雄
「
石
清
水
八
幡
宮
安
居
諸
頭
役
に
つ
い
て
」（『
熊
本
大
学
教
育
学
部

紀
要
』
第
Ⅹ
号
第
二
分
冊
、
一
九
六
二
年
）。
鍛
代
敏
雄
「
中
近
世
移
行
期
の
石
清
水

八
幡
宮
寺
と
幕
府
・
将
軍
―
安
居
神
事
を
め
ぐ
る
政
治
交
渉
―
」（『
戦
国
史
研
究
』

六
一
、二
〇
一
一
年
）。

③　
『
増
補
続
史
料
大
成　

八
坂
神
社
記
録
二
』、
一
九
二
頁
。

④　

八
坂
神
社
編
『
八
坂
誌
』、
一
九
〇
六
年
。

⑤　
『
増
補
八
坂
神
社
文
書
』
上 

巻
、一
八
〇
頁
。
宛
所
は
欠
損
が
あ
り
判
別
し
づ
ら
い

が
、「
正
文
ハ
専
当
秀
慶
遣
レ
之
」
と
あ
る
。

⑥　

黒
田
龍
二
「
八
坂
神
社
の
夏
堂
及
び
神
子
通
夜
所
」（『
中
世
寺
社
信
仰
の
場
』
思
文

閣
出
版
、
一
九
九
九
年
、
初
出
一
九
八
五
年
）。

⑦　

対
し
て
「
○
前
」
と
い
う
文
言
が
何
を
指
す
の
か
は
不
明
で
あ
り
、今
後
の
課
題
で

あ
る
。

⑧　
「
社
家
記
録
」
観
応
元
年
五
月
二
○
日
条
。

⑨　
「
社
家
記
録
」
観
応
元
年
五
月
二
七
日
条
。

⑩　
「
社
家
記
録
」
応
安
四
年
七
月
一
日
条
。

⑪　

ま
た
、「
夏
司
」
は
別
当
で
あ
る
隆
晴
、
前
執
行
で
あ
っ
た
静
晴
、
現
執
行
で
あ
る

顕
詮
が
務
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
夏
衆
」
に
就
く
社
僧
と
は
明
ら
か
な
立
場
上
の
区

別
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

⑫　
『
増
補
八
坂
神
社
文
書
』
上
巻
、
一
八
一
頁
。 

⑬　
『
増
補
八
坂
神
社
文
書
』
上
巻
、
一
八
六
頁
。

⑭　
『
早
稲
田
大
学
所
蔵
荻
野
研
究
室
収
集
文
書
』
上
巻
（
吉
川
弘
文
館
、一
九
七
八
年
）、

九
五
頁
。

⑮　
『
増
補
八
坂
神
社
文
書
』
上
巻
、
一
八
一
頁
〜
一
八
四
頁
。

⑯　
「
社
家
記
録
」
正
平
七
年
二
月
一
三
日
条
。

⑰　

中
野
栄
夫
「
美
作
国
布
施
荘
・
布
施
社
・
富
美
荘
に
つ
い
て
」（『
岡
山
県
史
研
究
』

八
、一
九
八
五
年
）。

⑱　

豊
田
武
「
祇
園
社
を
め
ぐ
る
諸
座
の
神
人
」（『
豊
田
武
著
作
集
第
一
巻　

座
の
研



八
〇

1266

究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
二
年
、
初
出
一
九
三
七
年
）。

⑲　

嵯
峨
井
健
「
祇
園
社
の
成
立
と
観
慶
寺
」（『
神
仏
習
合
の
歴
史
と
儀
礼
空
間
』
思
文

閣
出
版
、
二
〇
一
三
年
、
初
出
一
九
九
八
年
）。

⑳　

例
え
ば
【
史
料
二
】
で
挙
げ
た
社
僧
の
場
合
、和
泉
阿
闍
梨
玄
覚
は
こ
の
と
き
四
七

歳
、
輔
阿
闍
梨
幸
誉
は
三
三
歳
で
あ
っ
た
。

（
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
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【
表
】「
社
家
記
録
」
の
「
安
居
」
関
連
記
事
一
覧
（
観
応
元
年
〜
応
安
四
年
）

（
凡
例
）
内
容
部
分
は
『
増
補
続
史
料
大
成　

八
坂
神
社
記
録
一
』
を
参
照
し
た
。
頁
数
も
同
書
の

記
載
箇
所
を
示
す
も
の
と
す
る
。

№

年
月
日

西
暦

内
容

頁
数

1
観
応
一
・
四
・
七

一
三
五
〇
「
夏
司
酒
予
分
出
之
、
用
途
百
文
〈
酒
代
〉、
大

豆
壱
升
、又
卅
文
〈
莒
土
器
等
代
〉
遣
朝
円
許
」
一
一
二

2
観
応
一
・
四
・
三
〇
一
三
五
〇

「
自
今
日
安
居
参
勤
、
正
時
子
時
也
、
而
壱
岐

房
ニ
相
伝
之
、
戌
前
番
勤
之
、
酉
刻
参
社
、
於

社
頭
西
一
間
行
水
、
前
番
〈
酉
刻
〉
恒
惠
、
後

番
〈
戌
後
番
〉
乗
秀
、一
匝
之
後
、出
桐
房
了
、

今
年
大
別
当
二
人
、
予
、
晴
春
、」（
後
略
）

一
一
九
〜

一
二
〇

3
観
応
一
・
五
・
一

一
三
五
〇
「
戌
前
番
勤
之
、
壱
岐
房
相
博
、
一
匝
三
前
、
今

夜
則
下
向
桐
房
了
」

一
二
〇

4
観
応
一
・
五
・
二

一
三
五
〇
「
供
花
戌
前
番
一
匝
三
前
（
於
桐
房
行
水
、
着

浄
衣
参
社
）
時
以
後
下
向
了
」

一
二
〇

5
観
応
一
・
五
・
三

一
三
五
〇
「
供
花
戌
前
番
一
匝
八
前
、
参
社
下
向
如
去
夜
」
一
二
一

6
観
応
一
・
五
・
四

一
三
五
〇
「
供
花
一
匝
三
前
〈
戌
前
番
〉
今
夜
通
夜
」

一
二
一

7
観
応
一
・
五
・
六

一
三
五
〇
「
供
花
戌
前
番
、
一
匝
、
下
向
了
」

一
二
二

8
観
応
一
・
五
・
七

一
三
五
〇
「
供
花
戌
前
番
、
一
匝
、
下
向
了
」

一
二
二

9
観
応
一
・
五
・
八

一
三
五
〇
「
供
花
戌
前
番
、
一
匝
三
前
、
下
向
了
」

一
二
三

10
観
応
一
・
五
・
九

一
三
五
〇
「
供
花
戌
前
番
、
一
匝
五
前
、
下
向
了
」

一
二
三

11
観
応
一
・
五
・
一
〇
一
三
五
〇
「
供
花
戌
前
番
、
一
匝
五
前
之
後
下
向
了
」

一
二
三

12
観
応
一
・
五
・
一
一
一
三
五
〇
「
供
花
戌
前
番
、
一
匝
三
前
之
後
下
向
了
」

一
二
三

13
観
応
一
・
五
・
一
二
一
三
五
〇
「
供
花
戌
前
番
、
一
匝
三
前
之
後
退
出
」

一
二
四

14
観
応
一
・
五
・
一
三
一
三
五
〇
「
供
花
戌
前
番
、
一
匝
五
前
之
後
退
出
」

一
二
四

15
観
応
一
・
五
・
一
四
一
三
五
〇
「
供
花
戌
前
番
、
一
匝
之
後
退
出
、
但
遅
参
之

間
、
先
朝
秀
ヲ
進
テ
、
請
取
御
盤
了
」

一
二
五

16
観
応
一
・
五
・
一
五
一
三
五
〇
「
供
花
戌
前
番
、
一
匝
之
後
退
出
」

一
二
五

17
観
応
一
・
五
・
一
六
一
三
五
〇
「
供
花
戌
前
番
、
一
匝
之
後
退
出
」

一
二
五

18
観
応
一
・
五
・
一
七
一
三
五
〇
「
供
花
戌
前
番
、
一
匝
之
後
退
出
」

一
二
五

19
観
応
一
・
五
・
一
八
一
三
五
〇
「
供
花
戌
前
番
、
一
匝
之
後
退
出
」

一
二
六

20
観
応
一
・
五
・
一
九
一
三
五
〇
「
供
花
戌
前
番
、
一
匝
之
後
退
出
」

一
二
六

21
観
応
一
・
五
・
二
〇
一
三
五
〇
「
供
花
戌
前
番
、
一
匝
之
後
退
出
」

一
二
七

22
観
応
一
・
五
・
二
〇
一
三
五
〇
「
丹
後
都
維
那
垣
惠
依
所
労
安
居
退
出
」

一
二
七

23
観
応
一
・
五
・
二
一
一
三
五
〇
「
供
花
戌
剋
一
時
勤
之
、
一
匝
八
前
、
恒
惠
自
昨

日
退
出
之
間
、戌
刻
（
自
今
日
）
一
時
ニ
成
了
」
一
二
七

24
観
応
一
・
五
・
二
一
一
三
五
〇
「
前
番
〈
酉
後
番
〉
乗
秀
阿
闍
梨
〈
三
綱
〉
有

無
礼
事
、
然
而
不
及
問
答
」

一
二
七

25
観
応
一
・
五
・
二
二
一
三
五
〇

「
夏
衆
玄
親
阿
闍
梨
来
申
云
、
此
間
子
刻
〈
与

正
時
〉
所
令
勤
仕
也
、
而
治
部
卿
法
印
坊
〈
晴

春
〉
亥
刻
也
、
玄
親
老
体
之
間
窮
屈
、
無
催
促

人
之
間
、
有
時
闕
怖
畏
、
子
刻
事
可
被
仰
便
宜

仁
歟
云
々
、
但
今
夜
者
先
可
勤
仕
云
々
」

一
二
七

26
観
応
一
・
五
・
二
二
一
三
五
〇

「
供
花
戌
剋
、
予
勤
之
〈
三
匝
五
前
〉、
後
番

〈
戌
刻
〉
可
為
晴
春
之
処
、
無
骨
之
由
依
令
存

歟
相
博
玄
親
、
子
刻
〈
予
正
時
〉
仍
亥
刻
玄
親

勤
之
」

一
二
七

27
観
応
一
・
五
・
二
三
一
三
五
〇
「
供
花
戌
刻
、
二
匝
七
前
之
後
下
向
了
」

一
二
八

28
観
応
一
・
五
・
二
四
一
三
五
〇
「
供
花
戌
刻
、
二
匝
六
前
之
後
下
向
」

一
二
八

29
観
応
一
・
五
・
二
五
一
三
五
〇
「
供
花
戌
刻
、
二
匝
之
後
退
出
、
前
番
感
学
法

眼
、
後
番
民
部
房
円
智
」

一
二
八

30
観
応
一
・
五
・
二
六
一
三
五
〇
「
供
花
戌
刻
、
二
匝
三
前
之
後
下
向
」

一
二
九

31
観
応
一
・
五
・
二
七
一
三
五
〇
「
供
花
戌
刻
、
一
匝
之
後
、
誂
後
番
壱
岐
房
玄
応

退
出
、
依
違
例
也
」

一
二
九

32
観
応
一
・
五
・
二
八
一
三
五
〇
「
供
花
戌
刻
、
二
匝
之
後
退
出
」

一
二
九

33
観
応
一
・
五
・
二
九
一
三
五
〇
「
供
花
戌
刻
、
二
匝
之
後
退
出
」

一
二
九

34
観
応
一
・
六
・
一

一
三
五
〇
「
供
花
戌
刻
、
一
匝
五
前
之
後
退
出
」

一
三
〇

35
観
応
一
・
六
・
二

一
三
五
〇
「
供
花
戌
刻
、
一
匝
五
前
之
後
退
出
」

一
三
〇

36
観
応
一
・
六
・
三

一
三
五
〇
「
供
花
戌
刻
、
一
匝
五
前
之
後
退
出
、
聊
違
例

之
間
早
出
了
」

一
三
〇

37
観
応
一
・
六
・
四

一
三
五
〇
「
供
花
戌
刻
、
一
匝
五
前
之
後
退
出
」

一
三
〇

38
観
応
一
・
六
・
五

一
三
五
〇
「
供
花
戌
刻
、
一
匝
之
後
退
出
、
先
進
治
部
都

維
那
請
取
了
」

一
三
一

39
観
応
一
・
六
・
六

一
三
五
〇
「
供
花
戌
刻
、
一
匝
六
前
之
後
退
出
」

一
三
一

40
観
応
一
・
六
・
七

一
三
五
〇
「
供
花
戌
刻
、
一
匝
之
後
退
出
、
先
以
筑
前
少

別
当
請
取
時
了
」

一
三
一

41
観
応
一
・
六
・
八

一
三
五
〇
「
供
花
戌
刻
、
一
匝
之
後
退
出
、
供
花
記
、
自

今
日
雑
記
ニ
略
之
、
社
家
方
ニ
記
之
」

一
三
二

42
観
応
一
・
七
・
一
三
一
三
五
〇
「
安
居
時
今
夕
如
此
間
戌
刻
勤
仕
、〈
二
匝
〉
為
明

暁
一
匝
通
夜
了
」

一
四
三

43
観
応
一
・
七
・
一
三
一
三
五
〇
「
大
和
権
大
別
当
幸
深
子
今
日
他
界
間
、幸
深
安
居

退
出
、
幸
深
舎
弟
□
□
同
退
出
之
間
時
錯
乱
了
」
一
四
三
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44
観
応
一
・
七
・
一
四
一
三
五
〇

「
供
花
卯
前
番
、
一
匝
三
前
之
後
退
出
了
、
正

時
為
子
刻
之
間
、
相
博
戌
刻
、
此
間
勤
仕
、
而

昨
日
両
人
退
出
、
亥
刻
ニ
成
了
、
然
而
戌
刻
結

願
之
間
、
今
晩
一
匝
、
無
其
煩
無
為
結
願
珍

重
々
々
、
所
願
成
就
、
幸
甚
々
々
」

一
四
三

45
正
平
七
・
四
・
四

一
三
五
二
「
社
頭
安
居
夏
堂
樋
□
料
足
、夏
供
新
□
無
之
間
、

以
神
供
直
会
、
為
執
行
代
沙
汰
、
今
日
買
之
」
二
三
六

46
正
平
七
・
四
・
七

一
三
五
二
「
安
居
結
番
後
戸
酒
如
例
、夏
司
三
人
、」（
後
略
）
二
四
〇

47
正
平
七
・
四
・
八

一
三
五
二
「
安
居
始
行
如
例
、夏
衆
今
日
十
一
人
、」（
後
略
）
二
四
〇

48
正
平
七
・
五
・
二
六
一
三
五
二
「
夏
衆
壱
岐
房
玄
応〈
非
在
庁
〉依
所
労
安
居
退
出
」
二
四
四

49
正
平
七
・
七
・
二
六
一
三
五
二

「
小
袖
座
神
人
〈
安
居
神
人
〉
社
家
上
分
用
途
、

為
寄
方
乙
熊
法
師
此
間
催
促
之
、
昨
今
四
百
文

沙
汰
之
、
猶
可
譴
責
之
由
仰
含
了
、
又
去
年
竹

中
殿
御
代
、
当
年
〈
青
蓮
院
御
代
〉
両
度
初
任

見
参
料
可
催
促
之
由
下
知
了
」

二
七
九

50
正
平
七
・
八
・
二
五
一
三
五
二
「
安
居
神
人
〈
小
袖
座
商
人
〉
公
事
、
神
主
助

直
取
内
社
家
上
分
〈
百
文
別
ニ
廿
文
〉
弐
百

文
、」（
後
略
）

二
八
四

51
正
平
七
・
九
・
五

一
三
五
二
「
安
居
会
々
料
到
来
、
所
詮
布
紙
ハ
無
相
違
、」

（
後
略
）

二
八
六

52
正
平
七
・
一
二
・
五
一
三
五
二
「
檜
物
師
闕
如
申
安
居
神
人
年
貢
事
、」（
後
略
）
三
一
三
〜

三
一
四

53
応
安
四
・
七
・
一

一
三
七
一

「
夏
衆
丹
後
法
眼
快
惠
、就
坂
本
仰
木
庄
事
、可

有
合
戦
之
間
、
座
主
青
蓮
院
御
門
徒
円
明
房
憲

慶
相
語
之
間
、
即
尅
□
□
越
坂
本
、
仍
自
昨
日

不
参
供
花
、
将
又
舎
弟
越
中
都
維
那
快
賢
同
為

夏
衆
之
処
、
同
道
舎
弟
之
間
不
□
□
□
□
□
□

□
所
要
退
出
、
安
堵
例
曾
無
先
蹤
歟
、
自
由
至

希
代
珍
事
、
神
慮
難
測
哉
」

三
二
七
〜

三
二
八

54
応
安
四
・
七
・
一

一
三
七
一
「
民
部
阿
闍
梨
円
智
〈
少
別
当
〉
依
所
労
自
昨

日
退
出
安
居
了
、
今
年
夏
衆
十
二
人
内
三
人
昨

日
落
了
、
珍
事
々
々
」

三
二
八

55
応
安
四
・
七
・
一

一
三
七
一
「
自
越
中
夏
衆
上
洛
、
小
泉
事
、」（
後
略
）

三
二
八

56
応
安
四
・
七
・
一
九
一
三
七
一
「
夏
衆
自
今
日
入
此
坊
、四
十
九
日
昨
日
也
、五

日
五
十
日
目
也
、
無
子
細
之
由
、
角
堂
長
老
申

談
之
処
、
此
分
被
申
之
間
、
自
今
日
入
了
」

三
三
九


